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●
ト
ピ
ッ
ク
ス

令
和
６
年
度

田
子
町
敬
老
会
（
※
写
真
１
）

　

９
月
11
日
、
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、
令
和
６

年
度
田
子
町
敬
老
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
町
内
各
地
区
か
ら

75
歳
以
上
の
方
々
約
３
０
０
名

が
出
席
し
、
１
０
０
歳
到
達
者

と
88
歳
到
達
夫
婦
、
88
歳
到
達

者
に
顕
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

授
与
式
後
、
出
席
さ
れ
た
皆

さ
ん
は
田
子
幼
稚
園
や
た
っ
こ

こ
ど
も
園
の
園
児
に
よ
る
お
遊

戯
や
、
町
文
化
協
会
に
よ
る
踊

り
や
歌
謡
な
ど
を
鑑
賞
し
な
が

ら
祝
宴
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

顕
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

●
内
閣
総
理
大
臣
祝
状
受
賞
者

及
び
青
森
県
知
事
顕
彰
者

　

１
０
０
歳
到
達
者

▽
赤
野
松
枝
（
上
相
米
）

▽
岡
﨑
ト
ミ
ヱ
（
中
本
町
）

▽
稲
村
つ
ね
（
塚
ノ
上
ミ
）

▽
切
明
畑
操
（
雀
ヶ
平
）

▽
中
村
ハ
ギ
（
関
下
）

●
青
森
県
知
事
顕
彰
者

　

88
歳
到
達
夫
婦

▽
芦
村
勝
見
・
ち
ゑ
（
向
山
）

▽
大
野
葊
治
・
ふ
さ
子
（
宮
野
）

▽
森
彪
・
ア
サ
（
北
側
）

▽
工
藤
定
美
・
ト
メ

（
サ
ン
モ
ー
ル
）

●
田
子
町
長
顕
彰
者

　

米
寿
顕
彰
者

【
下
田
子
】
栗
木
和
子
、
鳥
井
本

あ
い
【
舞
手
】
佐
野
榮
次
郎
、

佐
野
幸
次
【
向
山
】
芦
村
ち
ゑ
、

田
守
正
人
【
七
日
市
】
釜
渕
キ

ク
ヱ
、足
澤
は
な
子
、川
村
り
せ
、

花
木

【
矢
田
郎
】

米
地
敏

雄
【
野
月
】大
矢
る
い
【
野
々
上
】

山
田
成
雄
【
椛
山
】
椛
本
美
智

子
【
清
水
頭
】春
山
ツ
マ
【
干
草

場
】
坂
本
幸
一
郎
【
西
舘
野
】
久

保
長
三
郎
、
西
村
法
友
、
山
本

セ
チ
、
栁
村
美
惠
子
【
上
野
】
櫛

引
ち
せ
【
宮
野
】
大
野
ふ
さ
子

【
根
渡
】山
本
勇
一
、
山
本
は
つ

ゑ
【
上
風
張
】笹
森
隆
志
【
南
風

張
】
堀
合
通
夫
【
北
側
】
稲
垣
孝

夫
、
坂
本
喜
代
子
、
森
彪
、
切
明

畑
洋
子
【
中
本
町
】
北
村
す
ま

【
下
本
町
】
袖
村
と
よ
【
サ
ン
モ

ー
ル
】
土
川

男
、
才
川
良
逸
、

工
藤
ト
メ
【
野
面
】
宮
川
あ
さ

子
【
原
】
岩
間

世
、
志
村
京

子
【
道
地
】
田
畑
幸
作
【
杉
本
】

堰
向
ふ
よ
【
山
口
】
梅
内
隆
子

【
関
上
】
櫻
川
幹
雄
【
夏
坂
】
中

村
ハ
ナ
エ
【
新
田
】
坂
下
リ
ヨ

ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク

２
０
２
４
（
※
写
真
２
）

　

ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
２
０
２
４

が
田
子
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ナ
イ
ト
ウ

ォ
ー
ク
は
、
町
民
が
継
続
し
た

運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
習
慣
化

し
、
健
康
づ
く
り
や
体
力
づ
く

り
の
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
令
和
４
年
か
ら

開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
３

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
周
４
０
０
ｍ
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
、
自
分
の
体
力
に
合
わ
せ

て
、
20
周
近
く
歩
く
人
や
、
友

人
と
一
緒
に
元
気
に
走
る
人
な

ど
、
一
人
ひ
と
り
涼
し
く
な
っ

た
夜
を
健
康
的
に
過
ご
し
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
方
々
は
「
去
年
も

参
加
し
た
が
、
今
年
は
涼
し
く

て
歩
き
や
す
か
っ
た
。
健
康
に

良
く
て
、
景
品
も
も
ら
え
て
と

て
も
良
い
で
す
。
ま
た
来
年
も

参
加
し
た
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

今
年
は
９
月
４
日
か
ら
毎
週

水
曜
日
に
４
回
に
わ
た
っ
て
開

催
さ
れ
、
参
加
者
は
合
わ
せ
て

１
２
８
人
と
な
り
ま
し
た
。

（
写
真
１
）
顕
彰
状
を
受
け
取
る
方
々

（
写
真
２
）
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
参
加
者
の
方
々
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（
写
真
４
）
応
援
募
金
寄
附
の
様
子

敬
老
祝
い
金
贈
呈
式

（
※
写
真
３
）

　

９
月
17
日
、
中
村
ハ
ギ
さ
ん

（
関
）
の
満
１
０
０
歳
を
お
祝

い
す
る
た
め
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
み
ろ
く
の
郷
で
敬
老
祝
い
金

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
贈

呈
式
で
は
、
山
本
晴
美
町
長
か

ら
お
祝
い
の
言
葉
と
花
束
が
贈

ら
れ
、
ご
家
族
や
施
設
の
職
員

と
一
緒
に
長
寿
を
お
祝
い
し
ま

し
た
。

　

中
村
さ
ん
は
、
大
正
13
年
９

月
に
三
戸
郡
上
郷
村
（
現
田
子

町
）
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
現

在
は
、
み
ろ
く
の
郷
で
穏
や
か

に
暮
ら
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。

　

長
男
の
哲
男
さ
ん
は
「
働
き

者
で
93
歳
ま
で
家
で
農
業
を
し

て
い
た
。
今
が
一
番
幸
せ
な
時

期
だ
と
思
う
の
で
こ
の
ま
ま
元

気
で
い
て
も
ら
い
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
田
子
町
で
１
０
０
歳

以
上
の
方
は
、
中
村
さ
ん
を
含

め
て
５
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

明
治
安
田
生
命
か
ら
応
援

募
金
を
町
へ
寄
附
（
※
写
真
４
）

　

９
月
18
日
、
役
場
公
室
で
、

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

八
戸
支
社
の
佐
藤
恒
寛
支
社
長

が
山
本
町
長
の
も
と
を
訪
れ
、

「
私
の
地
元
応
援
募
金
」
を
町

へ
寄
附
し
ま
し
た
。

　

田
子
町
と
同
社
は
、
緊
密
な

相
互
連
携
と
協
働
に
よ
る
活
動

を
推
進
し
、
町
民
の
健
康
増
進

や
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
一
昨
年
９

月
に
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

同
社
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
私

の
地
元
応
援
募
金
」
に
よ
り
、

八
戸
支
社
従
業
員
や
、
田
子
町

出
身
、
青
森
県
出
身
の
従
業
員

な
ど
全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
募

金
50
万
３
０
０
０
円
が
、
こ
の

度
、田
子
町
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

一
昨
年
か
ら
引
き
続
き
３
度
目

の
寄
附
と
な
り
ま
す
。

　

同
社
と
締
結
し
て
い
る
協
定

で
は
、
健
康
づ
く
り
、
産
業
・

観
光
支
援
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
等

で
連
携
協
力
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
、
今
年
は
「
田
子
に

ん
に
く
収
穫
祭
」
や
「
に
ん
に

く
と
べ
ご
ま
つ
り
」
で
野
菜
摂

取
量
チ
ェ
ッ
ク
や
血
管
年
齢
測

定
が
で
き
る
ブ
ー
ス
を
設
け
る

な
ど
、
町
民
が
自
身
の
健
康
状

態
を
知
り
、
健
康
に
関
心
を
持

っ
て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

応
援
募
金
を
受
け
取
っ
た
山

本
町
長
は
、「
従
業
員
の
皆
様

の
お
気
持
ち
を
こ
の
よ
う
な
形

で
い
た
だ
け
る
の
は
田
子
町
と

し
て
、
と
て
も
喜
ば
し
い
こ
と

で
す
。
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

地
域
医
療
支
援
員
の
活
動

紹
介
（
※
写
真
５
）

　

青
森
県
立
中
央
病
院
地
域
医

療
支
援
部
で
は
、
県
内
で
地
域

医
療
支
援
員
の
活
動
を
推
進
し

て
お
り
、
田
子
町
で
は
町
立
田

子
診
療
所
が
窓
口
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

田
子
町
で
は
、
市
村
さ
お
り

さ
ん
、
宮
木
繁
充
さ
ん
が
地
域

医
療
支
援
員
と
し
て
、
地
域
で

働
く
医
師
と
住
民
が
ど
ん
な
こ

と
で
も
相
談
で
き
る
関
係
性
の

構
築
を
目
的
と
し
て
令
和
６
年

（
写
真
３
）満
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
中
村
さ
ん（
中
央
）

（
写
真
５
）
健
康
教
室
の
様
子

●
ト
ピ
ッ
ク
ス
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４
月
か
ら
本
格
的
に
活
動
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
活
動
の
一
環
と

し
て
、
七
日
市
自
治
会
か
ら
健

康
教
室
の
依
頼
を
受
け
、
９
月

20
日
に
中
央
公
民
館
研
修
室
で

開
催
さ
れ
た
ほ
の
ぼ
の
サ
ロ
ン

へ
参
加
し
、
町
立
田
子
診
療
所

副
所
長
の
村
井
正
隆
先
生
か
ら

「
高
血
圧
と
身
近
な
皮
膚
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

会
場
で
は
、
普
段
不
安
に
思

っ
て
い
る
こ
と
や
疑
問
に
感
じ

て
い
る
こ
と
な
ど
の
質
問
が
あ

り
、
自
身
の
健
康
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

支
援
員
は
、
今
後
も
地
域
で

働
く
医
師
と
住
民
と
の
よ
り
良

い
関
係
性
を
構
築
で
き
る
よ
う

活
動
し
て
い
き
た
い
と
述
べ
て

い
ま
し
た
。

田
子
幼
稚
園
親
子
運
動
会

（
※
写
真
６
）

　

９
月
21
日
、
田
子
幼
稚
園
で

親
子
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模

様
の
た
め
、
幼
稚
園
ホ
ー
ル
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
尾
形

真
一
朗
園
長
は
「
こ
れ
ま
で
運

動
会
の
練
習
を
た
く
さ
ん
し
て

き
ま
し
た
。
最
後
ま
で
一
生
懸

命
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
家
族
が
応
援

す
る
中
、
か
け
っ
こ
を
精
一
杯

走
り
、
よ
さ
こ
い
や
マ
ス
ゲ
ー

ム
、
親
子
ダ
ン
ス
で
は
息
の
合

っ
た
演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
幼
稚
園
の
卒
園
生
も
駆

け
つ
け
、
園
児
と
一
緒
に
競
技

に
参
加
し
会
場
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　

最
後
ま
で
頑
張
っ
た
ご
褒
美

に
、
尾
形
園
長
か
ら
キ
ラ
キ
ラ

光
る
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
、
園

児
た
ち
は
う
れ
し
そ
う
に
受
け

取
っ
て
い
ま
し
た
。

田
子
町
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ

ス
タ
２
０
２
４（
※
写
真
７
〜
11
）

　

９
月
22
日
、
田
子
町
チ
ャ
レ

ン
ジ
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
が
農

業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
民
大
運
動
会
に

代
わ
る
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
企
画
さ
れ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ

ー
の
要
素
を
加
え
て
、
町
内
に

い
る
す
べ
て
の
人
が
個
人
で
参

加
で
き
る
新
し
い
形
で
、
今
年

初
め
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ド
ッ
チ
ビ
ー
や
ボ

ッ
チ
ャ
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
な

ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
加
え
、

玉
入
れ
や
ボ
ー
ル
合
戦
な
ど
、

気
軽
に
参
加
で
き
る
競
技
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
で
は
、
体
力
測

定
、
あ
と
か
ら
体
が
ラ
ク
に
な

る
運
動
教
室
の
ほ
か
に
、
防
災

ブ
ー
ス
も
出
展
さ
れ
、
新
聞
紙

を
使
っ
た
防
災
ス
リ
ッ
パ
づ
く

り
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
展
示

等
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
、
自
治
会
で

企
画
し
た
体
を
動
か
す
取
り
組

み
に
参
加
し
た
方
と
イ
ベ
ン
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
方
々

の
参
加
率
を
自
治
会
ご
と
に
競

い
あ
う
「
町
長
杯
争
奪
自
治
会

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
後
日
、
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
す
。

（
写
真
６
）
息
を
合
わ
せ
て
マ
ス
ゲ
ー
ム

（
写
真
11
）
玉
入
れ

（写真８）ドッチビー （写真７）Ｅスポーツ

（写真10）体力テスト （写真９）ボール合戦

●
ト
ピ
ッ
ク
ス
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●
お
知
ら
せ

■  森林環境譲与税の使途の公表について
◎森林環境譲与税の令和５年度における田子町の使途
について

　森林経営管理システム保守及び、林地台
帳等のデータの更新を行い、森林所有者の
意向調査後の現況調査を実施しました。
　青森県の造林補助を受け実施する造林、
保育作業に対し、経費の上乗せ補助を行い森林整備を
進めました。

○森林経営管理事業　８,５２３千円

　また、森林経営管理法に基づく森林整備等に備える
ために、「田子町森林環境譲与税基金（令和元年１２月
創設）」に下記の金額を積み立てしました。

○田子町森林環境譲与税基金積立　１２,１５１千円

問役場産業振興課（森崎）☎２０－７１１５

　こんにちは！　木村治
樹隊員です！ 先日、田
子小学校４学年の親子
レクでパン教室を行わ
せていただきました。
いつもみろく館で少人
数で行わせていただい
ているのですが、今回は親御さん含めて約50名の参
加。私一人では力不足のため大村隊員と吉村隊員に
も協力してもらい、バタバタはしてしまいましたが、
何とか皆さんのご協力をいただき、無事終えること
ができました。「楽しかった！」「おいしかった♪」
と皆さんに喜んでもらえて何よりです。
　三人寄れば文殊の知恵とはまさにこのことだと、
協力隊３人でこの日を共有できたことが喜ばしくも
ありました！ 残り少ない隊員期間内にまた３人でや
れることをやりたいと思います。

　大村優太隊
員です。９月
にロッジカウ
ベルに２度宿
泊する機会が
ありました。
１度目は地域おこし協力隊の交流会、２度目は、弘
前大学生との交流会でした。
　今回が初めてのロッジ宿泊だったのですが、無事
に雲海を拝むことができました。その、なんと美し
いことか、本当に驚きました。久々に見た雲海と朝
日は、昨年、富士山頂で見たそれに勝るとも劣らな
いと感じました。ほぼ無音の世界でみた景色は実に
神秘的で美しく、ぜひ田子町を訪れた方に体感いた
だきたいと強く感じました。

　こんにちは！ 吉村悠
司隊員です。９月13日・
14日に、田子町で青森
県地域おこし協力隊研修
が行われ、約30名の方
が県内各地から訪れまし
た。田子町案内では、創
遊村のゆったりとした空間でせんべい焼き体験を行
い、みろく館・ロッジカウベルでの勉強会は落ち着
いた雰囲気の中とても捗りました。
　交流会では田子にんにくをふんだんに使用したガ
ーリックたこ焼きをお振る舞いし、参加者からは「非
日常な体験が多くできた」という声もあり、充実し
た研修を行うことができました。
　改めて、田子町の自然や食には魅力がたくさんあ
ると気づきました！ これからもたくさん発信してい
きます！
たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

◆感動しました！ ロッジカウベルからの雲海と朝日 

◆田子町へいらっしゃい！　　　　　　　　

◆みんなでやれば100倍楽しい！　　　　
たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

■  後期高齢者医療被保険者のみなさまへ
１．現行の被保険者証の新規発行終了について
　現行の被保険者証はマイナンバーカードでの保険証
利用を基本とする仕組みに移行し、令和６年１２月２日
から現行の被保険者証は新規発行されなくなります。
※令和６年１２月１日までに発行された被保険者証は

最長で令和７年７月３１日まで有効です。
　令和６年１２月２日以降、連携されたマイナ保険証や
有効な被保険者証をお持ちでない方には、
申請いただくことなく資格確認書が交付さ
れますので、引き続き医療を受けることが
できます。
　また、マイナ保険証利用に関する問い合わせについ
ては、マイナンバー総合フリーダイヤル（☎０１２０−
９５−０１７８：受付時間・平日9 : 3 0 ～2 0 : 0 0　土日祝
9 : 3 0 ～ 1 7 : 3 0 ）までお問い合わせください。

２．新たに後期高齢者医療制度に加入された方
の保険料の納め方について

　保険料は年金からの天引き（特別徴収）が原則です
が、新たに後期高齢者医療制度に加入された方は年金
からの天引きが開始されるまで時間がかかるため、加
入当初は納付書で納めていただくことになります。
　口座振替を希望される場合は手続きが必要です。こ
れまで国民健康保険税を口座振替で納めていた方も、
改めて手続きが必要です。

問役場住民課福祉グループ（尾形） ☎２０－７１１９
問青森県後期高齢者医療広域連合

☎０１７−７２１−３８２１
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■  青森県学生寮入寮生募集
▼入寮資格　保護者が青森県民で東京都

及びその近郊の大学、専修学校等に在
学、または入学見込みの男子学生
▼場所　東京都小平市鈴木町一丁目１０３－１
▼部屋・設備　個室（ベッド、机、エアコン等備付け）
▼経費　入寮費年額３万円、寮費月額３万円、食費１

食４５０円（平日の夕食のみ、希望制）、電気料金実費
（上・下水道料金無料）
▼申込み方法等　詳細は以下にお問い合わせいただく

か、ホームページをご覧ください。　　

問（公財）青森県育英奨学会（青森県教育委員会教職員
課内）〒030-8540青森市長島一丁目１－１

　☎０１７－７３４－９８７９
　https://syougakukai.wixsite.com/aomori-ryo

■  納税証明書のオンライン請求
　国税の納税証明書は、自宅や事業所にいながらスマ
ホやパソコンでｅ‐Ｔａｘを利用するオンライン請求が
便利です。
　税務署窓口での書面による手続きに比べて次のよう
なメリットがあります。
・証明書発行までの待ち時間の短縮
・書面請求に比べて手数料が安価
　さらに、電子納税証明書（ＰＤＦ）の場合は、手数料
をインターネットバンキング等で納付することで、税
務署に出向くことなく取得できるほか、有効期間内は
何度でも何枚でも印刷して使用できます。
　詳しくは、国税庁ホームページをご覧ください。

問八戸税務署管理運営部門
　☎０１７８−４３−０１４１（音声案内２番）

■  令和７年度　幼稚園・保育園・こども園
　利用申込みが始まります♪
　令和７年４月１日からの入園児童を募集します。
▼施設種別・名称

施設種別 施設名 募集人数
幼稚園 田子幼稚園 30名

認定こども園 たっここども園 120名

▼受付期間
　１１月１日（金）～１１月２９日（金）※期限厳守
※ただし、新年度途中での入園も可能ですので、そ

の場合はお問い合わせください。
▼申込書配置・受付場所

施設名 申込書配置場所 申込書受付場所

田子幼稚園
田子幼稚園
教育委員会教育課
役場住民課

田子幼稚園
役場住民課

たっここども園 役場住民課
役場住民課
たっここども園

（教育部分のみ）

町外の施設 役場住民課 役場住民課

《田子幼稚園について》
▼対象　満３歳児～５歳児（令和４年４月２日～令和

２年４月１日までに生まれた子）
　※満３歳の誕生日を迎えた翌月から入園できます。
▼教育時間　満３歳児・３歳児　午前９時～午後１時
　　　　　　４・５歳児　　　　午前９時～午後３時
▼預かり保育
　【午前】午前７時３０分～教育時間開始前まで
　【午後】教育時間終了後～午後６時３０分まで
　（月曜日～金曜日　長期休業中の平日）

▼入園料保育料　無料
▼給食費　１食２６０円ですが、町の規則により（保護

者の所得など）利用者で異なります。給食費軽減事
業は全員が対象となり、年度末に１／３の補助を受
けることができます。

《認定こども園について》
▼対象　令和７年４月１日現在、満６カ月以上で満５

歳以下の子　※現在入園していて、引き続き入園
を希望する場合も申込が必要です。

▼入園申込に必要なもの
①支給認定申請書兼保育利用申込書（町指定のもの）
②保護者の就労（予定）証明書、就労状況申立書（農

業・自営業等）、就労誓約書（求職活動中）等
※就労宣誓書等の場合、後日聞き取り調査があります。
③ひとり親世帯の場合は、ひとり親家庭等医療費受給

資格証または児童扶養手当証書、障がい者（児）同
居の場合は、手帳・証書または障害基礎年金等の受
給を証するもの。

▼保育料　国の基準に基づき、町で決
定します。令和７年４月～８月分の
保育料は令和６年度町民税額から算
定し、令和７年９月～令和８年３月
分の保育料は令和７年度町民税から算定します。

▼給食費　満３歳児以上の子どもの給食費（主食費及
び副食費）は利用者実費負担となります。なお、保
護者の負担すべき給食費相当額の１／３の助成を受
けることができます。

▼備考　提供する保育内容は変更する場合があります。

問田子幼稚園（大向）☎３２－２３４０
問役場住民課子育て定住移住支援室（松田・北田）

☎２３－０６７８
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大根のごまゆかり和え
材　料
大根　150g
白すりごま　小さじ２
ごま油　小さじ1/2
ゆかり　小さじ1/3

作り方
① 大根を薄めのいちょう切りにする。
② すべての材料を和える。５分ほどおき、味をなじ
ませたらできあがり。

★浅漬け感覚なのに塩分控えめ。大根の葉を一緒
に使うのもおすすめ。

（地域包括支援課栄養士　本木）

おいしく減塩！おいしく減塩！
「塩分ほぼゼロ野菜レシピ」「塩分ほぼゼロ野菜レシピ」

■  八戸市市民活動サポート
　センター  わいぐ交流会
　八戸市市民活動サポートセンターに登録されている
団体の活動紹介やステージ発表、各種交流企画等を通
して、多様な市民活動団体や住民との交流・つながり
を深めるとともに、八戸圏域の住民活動に対する理解
促進や、団体の活性化を目的に開催します。
▼日時　１２月８日（日）午前１０時〜午後３時
▼場所　はっち（八戸市）
　　　　１階 はっちひろば、３階和のスタジオ
▼内容　センターや参加団体の活動紹介、ステージ発

表、ブース出展のほか、自由交流タイムを通してさ
まざまな団体とのつながりを深める。

●参加無料

問八戸市市民活動サポートセンターわいぐ
　☎０１７８−７３−３３１１

■  八戸地域広域市町村圏事務組合
　消防業務の紹介（構成市町村：八戸市、三戸町、
　 五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村、おいらせ町）

　八戸広域消防は、管轄する１市６町１村の約３０万
人の生命、身体、財産を守るため、消防本部、５つの
消防署、５つの分署、８つの分遣所で組織されており、
職員４０５名、車両８７台を配備しています。
　消防では、「消火」「救急」「救助」のほか、事業所
や危険物施設に立入検査を行う「予防業務」、火災の
発生原因を調べる「火災調査」や「救命講習会の開催」
などの業務を行っています。

▼過去３年間の八戸圏域における出動状況
区分 令和３年 令和４年 令和５年
火災 110 104 112
救急 12,288 13,920 15,222
救助 68 58 91

◎消防本部ホームページのお知らせ
　圏域住民の皆さんにより分かりやすく情報をお伝え
できるように更新していきます。各種申請書類も掲載
しています。
　https://www.city.hachinohe.aomori.jp/

section/koiki/shobo/

問八戸消防本部総務課 ☎０１７８−４４−２１３２

■  裁判員制度～まもなく名簿記載通知を発送
　します！～
　１１月中旬頃、令和７年裁判員候補者名簿に登録され
た方に対して名簿記載通知をお送りします。これは、
来年２月頃からの約１年間に裁判員に選ばれる可能性
があることを事前にお伝えするものです。なお、この段
階では、まだ裁判員に選ばれたわけではありませんの
で、すぐに裁判所にお越しいただく必要はありません。

問青森地方裁判所総務課庶務係 ☎０１７−７２２−５４２１

■  あおもり性暴力被害者支援センター
　レイプや不同意わいせつなど、性犯罪・性暴力の被
害にあわれた方やそのご家族などからの相談を受け、
要望に応じた必要な支援をコーディネートします。
●「りんごの花ホットライン」
　☎０１７−７７７−８３４９（やさしく）または ☎＃８８９１
※専門の研修を受けた相談員が対応します。
　秘密は厳守します。
▼相談受付時間　月～金　午前９時～午後５時
　（上記時間以外、土・日・祝日・年末年始は、国のコ

ールセンターにつながります。）

問青森県県民活躍推進課 ☎０１７−７３４−９２２８

◎県が本センターの運営を委託している公益社団法人
あおもり被害者支援センターでは、ボランティアの
支援活動員を募集しています。活動に関心のある方
は、下記へ直接お問合せください。

問（公社）あおもり被害者支援センター
☎０１７−７１８−２０８５

●広報たっこでは、皆様からの情報提供をお待ちして
います。紙面に掲載可能な行事などありましたら、下
記までご連絡ください。

役場政策推進課 ☎２０－７１２７
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公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町中央公民館（☎２０－７０７０ 担当：山本、中村）

または上郷公民館（☎３３−１８１１）までお願いします。

健康ウォーク2024
　季節ごとに町内外のルートを楽し
める「健康ウォーク2024」の第３回
目を９月23日に開催しました。今回
は奥中山高原周辺を6.0㎞のはっする
コースと4.5㎞のおきがるコースの２
種類のコースで行いました。
　当日は、雨が降っていましたが、参加者の方は初秋
の奥中山高原を気持ちよく散策していました。

令和７年二十歳を祝う会開催のお知らせ
　令和７年１月12日（日）、二十歳を祝う会を開催し
ます。対象者は、平成16年４月２日から平成17年４
月１日までに生まれた方です。町内在住の方、または、
田子中学校卒業者であれば、どなたでも参加できます。
対象者には、後日ご案内をお届けしますので、ご案内
が届きましたら、ハガキに出欠の記入をしていただき、
期日までに返送をお願いします。

第５回歴史講座
　10月13日に歴史講座が開催されました。今回は野
外講座として八戸城下を歩くという内容で、八戸市八
戸城跡地へ行きました。
　八戸城下を散策した後は、八戸市ポータルミュージ
アムはっちへ移動し、田子神楽保存会が出演する、三
陸芸能大発見サミットを見学しました。
　次回は12月６日（金）午後７時から、みろく館にて

「三戸南部と八戸南部」を開講の予定です。

●歴史講座
▽と　き　12月６日（金 ) 午後７時～９時
▽ところ　みろく館
▽内　容　三戸南部と八戸南部
▽参加費　無料　　▽持ち物　筆記用具
　※12月５日（木）までの申込みが必要です。

●フラワー教室
▽と　き　11月26日（火）午後７時～９時
▽ところ　上郷公民館研修室
▽参加費　3,000円程度
▽内　容　クリスマスアレンジ
　※11月18日（月）までの申込みが必要です。

●ナニャドヤラ講座
▽と　き　11月６日（水）・12日（火）・20日（水）
　　　　　26日（火）午後７時～９時
▽ところ　中央公民館ホール
▽対象者　小学生以上（高校生以下の方は保護者同伴）
　※事前申込は必要ありません。当日会場にお越し
　　ください。

●いけばな講座
▽と　き　11月16日（土）午後６時30分～８時30分
▽ところ　中央公民館研修室
▽参加費　花材代1,000円程度
▽持ち物　花鋏、水入れ用ボウル、タオル等
　※11月８日（金）までの申込みが必要です。

※日程や内容に変更が生じることもあります。講座情報は
その都度ＴＣＶやデータ放送、チラシでお知らせします。

みんなでチャレンジ
公民館講座のお知らせ
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●健康、生活、料理
▽毎日が、ヨガ／秀子セティ／498セ
▽暮らしのおへそ38 ／590ク
▽りんごのお菓子づくり／596イ

●歴史・時代小説
▽おいち不思議がたり５／星に祈る

／あさのあつこ／913ア
▽勘定侍柳生真剣勝負８／上田秀人

／913ウ
▽八丁堀強妻物語５／押しかけ夫婦

／岡本さとる／913オ
▽ごんげん長屋つれづれ帖９／金子

成人／913カ
▽お勝手のあん10 ／あらたなる

日々／柴田よしき／913シ
▽まんぷく旅籠朝日屋６／もちもち

蒸しあわびの祝い膳／高田在子／
913タ

▽またうど／村木嵐／913ム
▽岩に牡丹／諸田玲子／913モ
▽古道具屋皆塵堂８／呪い禍／輪渡

颯介／913ワ

●ミステリー・警察小説・ホラーなど

▽魔者／小林由香／913コ
▽穢れた聖地巡礼について／背筋／

913セ
▽作家刑事毒島の暴言／毒島４／中

山七里／913ナ
▽仮面山荘殺人事件／東野圭吾／

913ヒ
▽死はすぐそばに／ホーソーン＆ホ

ロヴィッツ５／アンソニー・ホロ
ヴィッツ／933ホ

●そのほかの小説など
▽猛獣ども／井上荒野／913イ
▽迷惑な終活／内館牧子／913ウ
▽ちゃっけがいる移動図書館／高森

美由紀／913タ
▽団地のふたり／藤野千夜／913フ

●エッセイ、川柳
▽90前後で、女性はこう変わる／

樋口恵子／367ヒ
▽私はヤギになりたい／内澤旬子／

645ウ
▽片足で挑む山嶺／桑村雅治／786ク
▽シルバー川柳14 ／911シ
▽こころは今日も旅をする／五木寛

之／914イ
▽人生の扉をひらく鍵／中山祐次郎

／914ナ

図書館情報

図書館おやすみカレンダー

田子町立図書館（担当：川村）☎２０‐７２２１

11月の図書館行事
▼11 ／６（水）午前10時から
　ブックスタート／せせらぎの郷
▼11 ／20（水）午前10時から
　セカンドブック／せせらぎの郷

この一行に　逢いにきた
2024・第78回読書週間 10／27～11／９

　秋の読書週間です。図書館では昨年９月
から今年９月までの約１年間で、貸出の多
かった本をランキング形式で約40冊紹介
します。

▼小説
○成瀬は天下を取りにいく／宮島未奈
○薬屋のひとりごと／日向夏

▼小説以外
○続窓ぎわのトットちゃん／黒柳徹子

▼郷土資料
○アイヌ語地名の南限を探る　など

●「2023貸出ランキング」特集

▽期間　10月26日（土）から
　※本がなくなり次第終了します。
▽対象　図書館の貸出券をお持ちの中

学生以上の方。貸出券がない方は図

書館カウンターでお作りください。
▽内容　古雑誌は３冊まで差し上げ

ます。職員にお持ちになる冊数を教
えてください。

　2024年10月、図書館は開館30周
年を迎えます。これを記念して「貸
出用バッグ」を図書館の本を借りた
方にプレゼントします。
▽期間　10月26日（土）から
▽対象　図書館に来館し、本を５冊

以上借りた方。先着250名。

※数に限りがあります。どうぞご了
承ください。

●古雑誌お持ち帰りコーナー

●図書館開館30周年記念～貸出用バッグプレゼント～

図書館の開館時間
　水〜土 午前10時〜午後６時
　日曜日 午前10時〜午後４時

図書館休館日
　毎週月曜日・火曜日・祝日・第４木曜日

（館内整理日）

▼
色
の
濃
い
日

が
休
館
日
で
す
。
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町
の
人
口

令
和
６
年
９
月
30
日
現
在

世帯数／2054（＋３）
人口／4739（−２）
男／2287（±０）
女／2452（−２）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
11
月
９
日
は「
１
１
９
番
の
日
」

　

11
月
９
日
は
「
１
１
９
番
の

日
」
で
す
。
日
本
で
は
、
１
１
９

番
に
電
話
を
か
け
る
と
、
緊
急
時

に
消
防
車
や
救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。「
火
事
」「
救
急
」

「
救
助
」
等
の
と
き
、「
あ
わ
て
ず
、

安
全
な
場
所
か
ら
正
確
に
」
通
報

す
る
こ
と
が
、
人
命
や
財
産
を
守

る
決
め
手
に
な
り
ま
す
。

《
１
１
９
番
の
か
け
方
の
ポ
イ
ン

ト
！
》

　

通
報
は
、
必
ず
自
分
の
安
全
を

確
認
し
て
か
ら
１
１
９
番
通
報
す

る
。
係
員
が
聞
い
た
こ
と
に
落
ち

着
い
て
答
え
て
く
だ
さ
い
。

◎
火
事
の
場
合　

①
燃
え
て
い
る

も
の
は
？ 

②
場
所（
住
所
ま
た
は

目
標
と
な
る
建
物
）は
？ 

③
け
が

人
、
逃
げ
遅
れ
は
？　

◎
救
急
、
救
助
の
場
合　

①
事
故

か
、
急
病
人
か 

②
場
所（
住
所
ま

た
は
目
標
と
な
る
建
物
）は
？ 

③

傷
病
者
の
容
態（
性
別
、
年
齢
、

意
識
状
態
等
）、
人
数
、
状
況
は
？

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

☎
32
‐
３
１
０
４

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
夕
暮
れ
時
・
夜
間
の
交
通
事
故
を

防
止
し
よ
う

◎
歩
行
者
の
皆
様
へ
の
お
願
い

　

夕
暮
れ
時
・
夜
間
に
外
出
す
る

と
き
は
、
反
射
材
用
品
の
着
用
が

効
果
的
で
す
。
運
転
者
か
ら
よ
く

見
え
る
よ
う
、
明
る
い
色
の
服
装

と
反
射
材
用
品
の
着
用
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
車
の
ラ
イ
ト
が
点
灯
し

て
い
て
も
、
運
転
者
か
ら
歩
行
者

が
見
え
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、

車
の
動
き
を
よ
く
見
て
、
安
全
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◎
自
転
車
利
用
の
皆
様
へ
の
お
願
い

　

自
転
車
に
乗
る
際
は
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
着
用
し
、
夕
暮
れ
時
は
、

自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
、
ラ
イ
ト
の
早
め
点
灯
と
反
射

材
の
着
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

二
人
乗
り
、
傘
差
し
、
携
帯
電

話
等
を
使
用
し
な
が
ら
自
転
車
を

利
用
す
る
の
は
大
変
危
険
で
す
。

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

◎
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
へ
の
お
願
い

　

ス
ピ
ー
ド
を
控
え
め
に
し
、
早

め
の
ラ
イ
ト
点
灯
で
、
見
る
こ

と
、
見
せ
る
こ
と
を
徹
底
し
ま
し

ょ
う
。
特
に
横
断
歩
道
で
は
、
歩

行
者
が
い
な
い
か
十
分
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
夜
間
に
対
向
車
・
先
行

車
が
な
い
と
き
は
、
ラ
イ
ト
を
上

向
き
に
し
て
、
危
険
を
早
期
に
発

見
し
ま
し
ょ
う
。

▼
三
戸
警
察
署
田
子
警
察
官
駐

在
所　
　
　

☎
32
‐
３
１
０
９

1
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

3
（日）

介護職員初任者研修（第８回）
（せせらぎの郷）午前9:45〜午後5:05

5
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

6
（水）

乳児健診（せせらぎの郷）
午前9:30〜正午

7
（木）

特定健診結果説明会（原交流センター）
午前10:00〜11:30

8
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

特定健診・がん検診（上郷公民館）
午前7:30〜9:00

10
（日）

介護職員初任者研修（第９回）
（せせらぎの郷）午前9:45〜午後5:05

11
（月）

特定健診結果説明会（上郷公民館）
午前9:30〜11:30、午後2:00〜3:30

12
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

13
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:00〜正午

たっこオレンジカフェ（みろく館）
午前10:00〜11:30

14
（木）

特定健診・がん検診（中央公民館）
午前7:30〜9:00

15
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

特定健診・がん検診（中央公民館）
午前7:30〜9:00

17
（日）

介護職員初任者研修（第10回）
（せせらぎの郷）午前9:45〜午後5:05

17
（日）

特定健診・がん検診（中央公民館）
午前7:30〜9:00

18
（月）

特定健診・がん検診（中央公民館）
午前7:30〜9:00

19
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

20
（水）

こども健診（せせらぎの郷）
午前9:30〜正午

21
（木）

高血圧予防教室（せせらぎの郷）
午前10:00〜正午

22
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30〜3:30

糖尿病予防教室（せせらぎの郷）
午前10:00〜正午

24
（日）

介護職員初任者研修（第11回）
（せせらぎの郷）午前9:45〜午後5:05

25
（月）

特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午前9:30〜11:30、午後1:30〜3:30

26
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

27
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:00〜正午

28
（木）

特定健診・がん検診（中央公民館）
午前7:30〜9:00

29
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

特定健診・がん検診（中央公民館）
午前7:30〜9:00

11月の主な保健・介護予防事業予定表

役場地域包括支援課 ☎２０−７１００

誕生

●佐藤　凪
なぎ

（和範・理津子）／下本町
●櫻川依

い と

采（太一・萌）／川向
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

お悔やみ
●原田トヨ（91歳）原
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です
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●
秋
の
園
外
保
育
（
９
月
25
日
）

　

気
持
ち
の
良
い
秋
晴
れ
の
日
。
八
戸

市
水
産
科
学
館
マ
リ
エ
ン
ト

へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
途
中

バ
ス
の
中
か
ら
海
が
見
え
て

く
る
と
、
大
喜
び
の
子
ど
も

た
ち
。
田
子
町
は
海
が
な
い

の
で
、
海
・
波
・
船
・
フ
ェ

リ
ー
な
ど
様
々
な
物
や
動
き

に
興
味
津
々
。
歓
声
を
あ
げ

な
が
ら
も
真
剣
な
ま
な
ざ
し

で
見
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の

表
情
は
、
素
直
で
と
て
も
か

わ
い
ら
し
か
っ
た
で
す
。

　

水
産
科
学
館
マ
リ
エ
ン
ト

に
は
八
戸
の
海
の
中
に
い
る

生
き
物
が
た
く
さ
ん
い
て
、

大
き
な
水
槽
の
中
に
い
た
ア

オ
ウ
ミ
ガ
メ
、
シ
マ
ア
ジ
、

ク
ロ
ソ
イ
、
カ
サ
ゴ
な
ど
が

お
出
迎
え
し
て
く
れ
ま
し
た
。

優
雅
に
泳
ぐ
様
子
を
し
ば
ら

く
の
間
み
ん
な
で
ゆ
っ
く
り

観
察
し
た
後
、
わ
く
わ
く
ド

キ
ド
キ
の
ド
ク
タ
ー
フ
ィ
ッ

シ
ュ
の
水
槽
の
中
に
手
を
入

れ
て
、
小
さ
な
魚
た
ち
に
皮

膚
の
古
い
角
質
を
食
べ
て
も

ら
い
、
み
ん
な
で
す
べ
す
べ

お
肌
に
な
り
ま
し
た
（
こ
れ

が
と
っ
て
も
気
持
ち
が
い
い
）。
そ
の
後

ヒ
ト
デ
や
貝
を
捕
ま
え
て
み
た
り
、
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
飾
り
で
い
っ
ぱ
い
の
水

槽
の
中
に
い
る
様
々
な
魚
を
見
て
楽
し

み
ま
し
た
。
そ
の
他
う
み
ね

こ
シ
ア
タ
ー
で
は
、
深
海
の

様
子
を
映
画
で
学
び
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
海
の
生
き
物
を

み
た
後
は
、
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
み
に
し
て
い
た
海
が
見

え
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
食
事

で
す
。
券
売
機
で
お
子
様
メ

ニ
ュ
ー
の
食
券
を
自
分
で
買

っ
て
注
文
し
ラ
ン
チ
を
楽
し

み
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

大
好
き
な
ラ
ー
メ
ン
を
注
文
。

青
空
で
お
だ
や
か
な
海
を
眺

め
な
が
ら
の
食
事
は
気
持
ち

よ
く
格
別
で
し
た
。

　

様
々
な
体
験
を
思
う
存
分

楽
し
み
、
み
ん
な
で
楽
し
く

食
事
を
し
、
帰
り
の
車
中
は

み
ん
な
で
グ
ッ
ス

リ
。
お
迎
え
に
来

た
保
護
者
に
、
楽

し
か
っ
た
こ
と
を

た
く
さ
ん
教
え
て

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も

様
々
な
体
験
を
通

し
て
、
心
豊
か
に

育
つ
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　
田
子
幼
稚
園
）

学
校
の
話
題
　
田
子
幼
稚
園

　情報スクランブル

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　

◎サポートセンター（月曜〜金曜　午前９時〜午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが映らない、などの故障時にご連絡ください。

　情報スクランブル

陶
芸
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

毎
週
火
曜
日
・

水
曜
日
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
役
場
住

民
課（
☎
20
‐
７
１
１
９
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

陶芸作品
陶芸クラブ 陶寿延（代表　長澤靜子）

陶
芸

「煙が下に流れるお香」
作者：川名美夏

以前に研修に行った先で素敵
なものに出会い、自分なりに
変化させてみました。ちゃん
と煙が下がってくるのでお気
に入りです。

「多用鉢」
作者：清水京子

煮もの、いためものや、
つけもの等、いろいろ重
宝しています。
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居住（きょじゅう）サービス

広
報
た
っ
こ
２
０
２
４
年
11
月
号
（
令
和
６
年
10
月
23
日
発
行
）
通
算
第
７
８
０
号

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 https://w
w

w
.to

w
n.takko.lg

.jp/　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

 takko
-info

@
to

w
n.takko.lg

.jp
［

制
作

印
刷

］
有

限
会

社
 赤

坂
コ

ピ
ー

ラ
イ

ツ
ジ

ム

知っておきたい
田子町の福祉・介護のお役立ち情報リレー連載

第14回

シリーズ

「日本で最も美しい村」連合　vol.24（令和６年11月号）

　７月29日と30日の２日間、福島県昭和村で「日本で最も美しい村」
連合東北ブロック会議総会及び研修交流会が開催されました。この研修
交流会は、東北六県の連合加盟町村のうち７町村から首長ほか関係者が
参加し、昭和村の取り組みや文化を体感しながら、昭和村の特色を学び
ました。

　研修会では、連合に加盟する各
町村の活動事例が紹介されまし
た。また、「日本で最も美しい村」
連合副会長の二宮かおる氏は、広
報たっこ８月号でも特集した「日
本で最も美しい村」連合加盟町村
料理人交流会 in 田子町の事例を紹
介し、今後は加盟町村の住民同士
の交流も進めていきたい、と今後
に向けた思いを語りました。
　翌日は視察研修が行われ、昭和
村の伝統工芸品である「からむし
織」の素材となる、からむしを引
く体験を行いました。からむしは、
イラクサ科の多年草で、昭和村では江戸時代中期から栽培されています。
からむし引きは、からむしの皮をはいで、中にある繊維の部分だけにす
る作業です。参加者は、昭和村の伝統工芸の体験をとおして、「日本で最
も美しい村」連合の今後の活動について理解を深める貴重な機会となり
ました。

「日本で最も美しい村」連合東北ブロック会議
総会及び研修交流会 in 福島県昭和村

からむしを清水に浸す作業

昭和村の舟木村長（右）

からむしの皮から繊維を取り出す作業

からむしの皮はぎ作業

担当：役場地域包括支援課（せせらぎの郷）  　☎２０−７１００
⇒次回は「せせらぎの郷」についてお知らせします。

※くわしい入居の条件や内容は、下記までお問い合わせください。

◆概ね65歳以上の方で、こんな不安はありませんか？

①せせらぎの郷（田子診療所となり） ②けやき（ガーリックセンター近く）

自宅の周りに滑りやすい危険
な坂があるんだよなあ。

高齢者が使いやすいお部屋を、３カ月程度利用できる
サービスがあります！（光熱費等の費用負担あり）

冬は雪が降ると買い物に
行けないわ。


